


一般会計予算 ２

平
成
19
年
　
第 

２ 

回 

定 

例 

会
　︹
３
月
２
日
〜
16
日
︺

　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
は
Ὶ
本
会
議
の
三
日
間
に
わ
た
り
審
議
さ
れ
Ὶ
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
Ί

町民の暮らしを支える施設

の建設や防災対策も考慮さ

れている

ネットワーク三芳　

　暮らしを支える地域包括支援センター開設、

民間保育所の建設補助、藤久保公民館エレ

ベーター設計、三芳東中の耐震補強工事や地

震ハザードマップの作成・配布と防災対策も

予算に入っている。スマートＩＣフル化は町

道整備と周辺住民との検討・理解を得る実施

を要望し、予算案に賛成する。

75 億 4,854 万 7,000 円　…… 8.5％増

7 億 5,052 万 7,000 円　…  47.0％増

5 億 8,700 万円 　　…… 9.9％増

4 億 2,900 万円 　　…… 1.7％増

（対前年度比）

　
平
成
十
九
年
第
二
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
、
三
月
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
冒
頭
に
町
長
が
﹁
平
成
十
九
年
度
の
施
政
方
針
﹂
を
表
明
し
、
議
員
の
提
出
議
案
で
あ
る
﹁
三
芳
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
﹂
及
び
町
長
提
出
の
﹁
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
﹂、﹁
課
室
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂、﹁
こ
ど
も
医

療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
﹂
な
ど
議
案
三
十
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、﹁
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
﹂
な
ど
人
事
案
件
四
件
は
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
二
日
間
に
わ
た
り
八
名
の
議
員
が
行
い
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
の
意
見
書
四
件
の
う
ち
、﹁
公
開
制
度
の
見
直
し
な
ど
戸
籍
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
﹂
は
原
案
ど
お
り
﹃
可
決
﹄
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
他
三
件
は
審
議
の
結
果
、﹃
否
決
﹄
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
の
議
案
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら
﹁
予
算
編
成
替
え
の
動
議
﹂
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



一般会計予算３

既存事業の見直しや新たな

財源確保に努め、さまざま

な施策を掲げている

21町政クラブ　

　慢性化する財源不足の中、既存事業の見直

し、新たな財源の確保に努めた中、こども医

療費無料化・スマートＩＣフル化に向けての

事業、民間保育所建設への補助等、さまざま

な施策を掲げているが、不足の事態に備える

ため、基金の残高には十分注意を払っていた

だき、予算案に賛成をします。

スマートＩＣフル化やこど

も医療費無料化など、積極

的な予算配分がされている

公明党　

　税源移譲により住民税は大きく伸びるが、

国庫補助金や負担金が廃止・削減され、事業

展開が厳しい中、スマートＩＣフル化図面策

定、こども医療費無料化、民間保育所建設補

助、藤久保２区集会所建設等のさまざまな施

策を掲げ、積極的な予算配分されたことは大

いに評価できる。

【主な歳出の内訳】

民 生 費 28 億3,282万4,000円

総 務 費 18 億 274万7,000円

教 育 費 14 億8,330万8,000円

土 木 費 12 億1,440万1,000円

衛 生 費 10 億9,821万7,000円

公 債 費 10 億9,144万7,000円

【主な歳入の内訳】

町　　　　税

国・県支出金

町　　　　債

地方消費税交付金



特別会計予算 ４

　
︽
予
算
総
額
︾

三
六
億
五
、
一
二
八
万
一
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
一
〇
・
五
％
増
︶

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
三
四
・
六

％
、
国
庫
支
出
金
が
一
九
・
六
％
、

療
養
給
付
費
等
交
付
金
が
二
二
・

二
％
、
県
支
出
金
が
四
・
三
％
、
一

般
会
計
繰
入
金
が
一
一
・
五
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
大
部
分
を
占
め
る
医
療

費
等
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、
保

険
給
付
費
が
六
三
・
三
％
、
老
人
保

健
拠
出
金
が
一
九
・
一
％
、
介
護
納

付
金
が
五
・
九
％
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
︽
予
算
総
額
︾

二
〇
億
一
、
二
四
四
万
八
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
三
・
三
％
増
︶

　
歳
入
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

支
払
基
金
交
付
金
が
五
四
・
一
六

％
、
国
庫
支
出
金
が
三
〇
・
五
六
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
医
療
諸
費
が
占
め
て
い
ま

す
。

三
一
・
五
％
、
町
債
が
一
三
・
〇
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

総
務
費
が
二
九
・
二
％
、
事
業
費
が

一
七
・
七
％
、
公
債
費
が
五
二
・
八

％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
は
、
﹁
独
立
採
算
制
﹂

を
原
則
と
し
て
お
り
、
町
で
は
水

道
事
業
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
給

水
戸
数
一
万
四
、
八
〇
〇
戸
、
一
日

３
　

平
均
給
水
量
一
万
六
、
三
二
〇
ｍ

と
い
た
し
ま
し
た
。

  

第
２
回
定
例
会
審
議
結
果

●

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て

●

入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
の
規
約

変
更
に
つ
い
て

●

平
成
18
年
度
三
芳
町
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
６
号
︶

●

平
成
18
年
度
三
芳
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

●

平
成
18
年
度
三
芳
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

●

平
成
18
年
度
三
芳
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

●

平
成
18
年
度
三
芳
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

●

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

●

三
芳
町
副
町
長
定
数
条
例

●

三
芳
町
課
室
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例

●

三
芳
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
条
例

●

三
芳
町
広
域
ご
み
処
理
施
設
等
検

討
委
員
会
条
例

●

三
芳
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
立
集
会
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●

三
芳
町
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議

会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

●

三
芳
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●

技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●

三
芳
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

●

三
芳
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

水

道

事

業

会

計

︽
収
益
的
収
支
︾

　
　
　
　
　
　
︵
給
水
事
業
予
算
︶

　
収
益

　
　
八
億
四
、
一
四
〇
万
三
千
円

　
費
用

　
　
八
億
二
、
九
八
四
万
一
千
円

︽
資
本
的
収
支
︾

　
　
　
　
︵
水
道
施
設
整
備
予
算
︶

　
収
入

　
　
一
億
七
、
三
一
九
万
四
千
円

　
支
出

　
　
二
億
六
、
六
〇
一
万
円

　
今
後
は
、
配
水
管
新
設
事
業
及

び
浄
水
場
整
備
事
業
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
経
費
削
減
及
び
経
営

の
健
全
化
を
図
り
、
安
定
給
水
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　︽
予
算
総
額
︾

一
〇
億
九
、
九
六
二
万
七
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
一
一
・
五
二
％
増
︶

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
に
つ
い
て

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被

保
険
者
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
保

険
料
が
二
〇
・
五
八
％
、
国
庫
支
出

金
が
一
七
・
三
八
％
、
支
払
基
金
交

付
金
が
三
〇
・
〇
三
％
、
県
支
出
金

が
一
四
・
九
五
％
、
一
般
会
計
繰
入

金
及
び
基
金
繰
入
金
が
一
六
・
八

一
％
な
ど
で
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
等

の
保
険
給
付
費
が
一
〇
億
六
、
三

一
〇
万
六
千
円
と
全
体
の
九
六
・

六
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
要
介
護
︵
要
支
援
︶
認
定

者
は
、
平
成
十
九
年
二
月
末
日
で

六
二
〇
人
で
す
。

　
︽
予
算
総
額
︾

一
〇
億
一
、
五
二
二
万
九
千
円

︵
対
前
年
度
比
　
二
・
四
％
減
︶

　
歳
入
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

使
用
料
及
び
手
数
料
が
四
九
・
二

％
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が



条例・同意５

●

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
つ
い
て以

上
原
案
可
決

●

三
芳
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意
に
つ
い
て

●

三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
に
つ
い
て

●

三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
に
つ
い
て

●

三
芳
町
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て

以
上
原
案
同
意

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
一
般
会
計
予

算

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

●

平
成
19
年
度
三
芳
町
水
道
事
業
会

計
予
算

以
上
原
案
可
決

　

意
　
見
　
書

●

公
開
制
度
見
直
し
な
ど
戸
籍
法
の

早
期
改
正
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

原
案
可
決

●

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
の
中
止
も

し
く
は
実
施
方
法
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

●

消
費
税
増
税
﹁
計
画
﹂
を
止
め
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

●

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
導
入
な
ど
労
働
法
制
の

｢

改
正
﹂
中
止
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

以
上
否
決

●
公
平
委
員
会
委
員
に 

平
岡
　
直
也 

氏 

を
選
任

　
公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、議
会
の
同
意
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
適
任
と
認
め
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
柳
　
榮
治 

氏 

・
鈴
木
美
和
子 

氏 

を
任
命

　
教
育
委
員
の
辞
職
及
び
任
期
満
了
に
伴
い
、議
会
の
同
意
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
適
任
と
認
め
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

●
監
査
委
員
に 
島
田
喜
久
雄 

氏 

を
選
任

　
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
適
任
と
認
め
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

条例の制定
　
　
子
育
て
家
庭
に
は
朗

報
で
あ
り
、
少
子
化
対
策

に
も
な
る

公
明
党
　

　
病
気
に
か
か
り
や
す
い
小

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を

援
助
す
る
こ
と
は
、
子
育
て

家
庭
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
り
、

少
子
化
対
策
で
あ
る
。

　
当
町
が
先
駆
け
て
実
施
の

た
め
、
二
市
一
町
内
で
窓
口

負
担
の
な
い
乳
幼
児
医
療
費

と
違
い
、
病
院
窓
口
で
一
た

ん
負
担
金
を
支
払
い
、
登
録
・

申
請
と
い
う
手
続
き
が
必
要

な
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

　
　
町
民
の
願
い
で
あ
っ

た
小
学
生
の
医
療
無
料
化

に
賛
成

日
本
共
産
党
　

　
こ
ど
も
医
療
費
を
小
学
一

年
生
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で

無
料
と
す
る
こ
と
は
、
町
民

の
願
い
で
も
あ
り
、
民
主
的

団
体
が
、
〇
歳
児
か
ら
無
料

を
求
め
、
こ
こ
ま
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
中
学
三
年
生
ま

で
の
無
料
化
と
窓
口
払
い
を

な
く
す
こ
と
を
要
望
し
、
少

子
化
対
策
の
一
環
で
あ
る
小

学
生
の
医
療
費
無
料
の
本
条

例
に
賛
成
し
ま
す
。

　
　
医
療
費
の
無
料
化
を

　
　
　
　
十
二
歳
ま
で
に
拡
大

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
現
行
の
﹁
乳
幼
児
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
﹂
︵
〇
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
ま
で
︶
に
続
き
、
本
条
例
︵
小

学
校
就
学
時
か
ら
中
学
校
就
学
前
ま
で
︶

に
よ
り
、
〇
歳
か
ら
十
二
歳
時
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
を
実
施
。

﹁
総
合
政
策
室
﹂
を
新
た
に
設
置

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

政
策
形
成
及
び
企
画
調
整
機
能
の
さ
ら

な
る
強
化
を
目
的
と
し
て
行
政
組
織
を

改
め
る
べ
く
、
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
主
な
業
務
一
覧

　
・
重
要
施
策

　
・
総
合
振
興
計
画

　
・
行
政
改
革

　
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
・
行
政
組
織

　
・
地
方
分
権

条例の改正

三芳町こども医療費の支給に

関する条例を制定

三芳町課室条例の一部を改正

同
意
し
ま
す
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